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保健福祉施設における人的資源としての介護職員に関する研究
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目的　本研究では，保健福祉施設における介護職員の職務満足と生活満足との関係およびコーピ

ングが両満足間の相関（流出性）に与える緩和効果を検討することを通して，保健福祉施設

における人的資源管理の資料を得ることを目的とした。

方法　対象者は高齢者の介護施設に勤務する20歳から63歳までの女性介護職員612人であり，質

問紙法により調査した。対象者を3年齢群に分類し，職務満足と生活満足との関係について

は重回帰分析，また，コーピングが両満足間の流出性に与える緩和効果については，対象者

をコーピング得点により高得点群と低得点群に分類したうえで，両満足間の相関係数の比較

を行い検討した。

結果　各年齢群をとおして，「勤務時間・勤務体制」満足と「健康」満足との関係など，職務満

足と生活満足との間でいくつかの有意な相互影響がみられた。しかし，コーピングが両満足

間の相関に与える緩和効果については，第2年齢群（年齢35歳から50歳未満）で確認された

ものの，そのほかの年齢群では確認できなかった。

結論　両満足間での相互影響がみられたことにより，現実の仕事領域での人事施策においては，

非仕事領域についても何らかの配慮が必要であるということがあきらかにされた。また，

コーピングと両満足間の流出性との関係は，年齢によって一様ではないことが示めされた。
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